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添架電話線による配電線絶縁の監親

Supervisio“　of　the　3．3　KV　D　istk”ibuting　Network　Ensulatioft

　　　by　Aid　of　lmpuise　Voltag，’e　Metbod　Applied，　to　the

　　　　Comn3unication　LiRe　Xnstalled　ek　t，he　Same　Pele．
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　　　Aもstra砿：一The　pin　type　insu工a亡ors　installed　on　the　33　K：V　distribut短g

Retwork　poles　become　inferier　when　they　are　covered　with　itnpur．ities，　i，

e・　salt　and　dust．　To　avoid　the　iine　faults　cau＄ed　by　the　impurities　is

important　and・　to　do　this　we　have　te　watch　the　conditiolts　of　the　insulaters

f茎rsちfOr亡he　impurities　re（量uce亡he（至e，greeS◎f癒Suia亡1◎鷺．

　　　To　measure　the　insulatioR　cf　the　insulators　with　the　megger　is　Qne

of　the　best　m，ethods　bvkt］　we　have　to　ineasure　it　at　the　state　ef　dead　line．

　　　My　suggestion　is　this，　testing　the　insulatioR　of　the　communication

line　iRstalled　on　the　sarr｝e　pole　by　in3pulse　voltage　method，　we　get　some

hints　about　the　conditions　of　the　power　line　instzlators　without　distttrbing
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くめ

　　海岸に滑って建設された電話線路について，　線大地間の絶縁抵抗を測ったところ，正
サ

！Fに測った時の抵抗驚がP午後10時に樗び測ってみると・60％も低下した値に変ってい

るのが報告されている。

　、かかる現；象は1新しV藩雪嶺を取付けた覇世各では3ヒ旦らないが，潮風によって汚損され’た碍1

子をそのまま取付けておいた線路では，、発生し易い。．それから汚損碍子を洗尽して測定す

ると，絶縁紙下の率が遙かに減少する事も報告されている。

　　これ，は潮風汚損の碍子が，夜分になって♪適度の湿分が碍子表面に降りたとき・そこ，に

存在した埠分と一緒になって・導電性を生じ・この様に絶縁が低下するのであろうと考へ

られる。

　　この現象は電話線のみに限るものではない。海岸線に滑った配電線路にも当然起り得る

もので，これが事故の原因となれば，長時間の停電を引起し，電力の供給者使用者共、其

馨）蒙る迷惑は決して少くない。現在其の対策としては，線路を停電の上，絶縁を測って共

の値から線路の状態を知る事位である。けれども，配電線を随時とめて，上述の測定操作
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をする事は，無停電途電を要求されている今日，あまり望ましい方法ではない。蝕にのべ

るのは，添架電話線の絶縁状態を適時監覗して，其の絶縁低下の度合から本線の状態を推

定し，大事に至らざるに先立って，適当な処置を講じやうとするものである。

　2　添加電話線の利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

　添架電話線を有する最も簡単な配電線路の装桂

図の一例は第1図に示すやうなものである。一般

には上部の高圧線は，高圧ピン型碍子で支持し，

下部の添架電話線は，低圧ピン型碍子を用いる。

しかし絶縁監硯の目的には，本線同様添架電話線

路にも，高圧ピン型碍子を用い，腕木には鉄材の

アングルを装置してフー端は接地しておけば都合

がよい。このi線路の絶縁状態を考へてみるのに，

上部本線を支持する高圧碍子の汚損状態と♪添架

電話線碍子の汚損状態とは，大休同程度であろうから，高圧線を測定に用いる代りに，添

架電話線を測定に用いても，絶縁状態の目安をつける程度の目的は達せられる。

　しかも電話線の利用は需要家筋には，何等電力使用上の迷惑を掛けるものではなv・から

其の点極めて好都合なのである。
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5　四端峯回路としで考へた試験回路

　添架電話線二線中の任意の一線と，大地とによ

って簿成された回路は，第2図に示すやうな，一

般の四端子回路である。そこで♪11の入力端子に

第3図のやうな矩形の衝撃波を加へてやれば♪禺

力端子には，

　　　　恥F聖婿め脇①一v・・（・…

なる端子電圧が現はれる。

戴にA（p）は，配電線路が10Km程度の比較的

短かい場合には，これを丁回路と考へて，

　　　　A（．）＝＝　（pL＋r）　（PC＋g）＋1

となるが一一般：には，

　　　　Vi（p）　＝A（p）V“nt，（p）十B（p）r2（i｝）

　　　　Il（pa）　＝　C（p）VcM，（v）＋D（s，）lt一，（2，）

なる過渡現象に対する四端子網方程式の定数であ

る。
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曝　測定の方法

　A（2」）を構成するL，ちCタ8，につV・て，L，LC，は，天候，温度，湿度によって，先

づ影響を受ける程度が少ないものであり，9につbては，上菅へてV、るやうな，特殊な地

域の配電線路に於て・・湿度・天候により相当に変動する量である。入力端子に加へた

E（1一一一一em2）T）なる電圧が．・出力端子に装置されたブラウン管上に現れるとき，その波形は

晋の変化によって・当然変るから，初めにこの線路について・9の大巾な変化に対すろ，

波形の変化をf演算子法によって求めるか♪実際に電圧を加へながら79を故意に変化し

て求め，之をブラウン管上に図形として現しておけば，任意の測定時には，共の時現れた

波形とP前に求めた図とを比較する事によって・配電線の絶縁の状態が見当づけられる筈

である。

　9　実験結果
　塩害電子を簡単に作り出す方法として，8～1伽nユのi新聞紙のテープに，飽和食塩水を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：））　’f滲み込ませたものを，碍子に貼りつける方法が便利なので，実験はそれによった。
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第5図に示すものは，逸三三に加へられた電圧の原波形であり第6図では，亘長約10：Km

に報当する，配電線添架電話線路丁回路に於ける原電圧の，受電端に於ける波形である。

更に第7図はP碍子を充分塩水に含ませた紙テープで短絡した場合の受電端電圧波形であ

る。紙テープを途中切断し，切断区聞の碍子面に，塩水を撒水したときも，典の波形に殆

んど変りがない。この実験は，絶縁優秀な状態から，最も不良になった状態の両極端を示

すもので，実際にはこの中闘に位するであろうが，図によっても分る通り，その波形から

線路の絶縁不良が分るのである。

6　む　　す　　び

　従来は，配電線路の事故を探索すろとき，電気測定器による場合では♪測定した結果の

電流電圧の大きさ，．或は抵抗インダクタンスの変化などから，判断するのが普通である。

筆者1詣上述の如く，衝撃波を加へ、ブラウン管に電圧の波形を描かせて，その波形の変

化の有様から，不良の状態を．7定性的にさつ知する事をのべたのである◎これは過渡現象

の簡単な応用に過ぎなく，演算子法によって電圧波形を求めるのは，四端子回路につv・て

は容易であり，既に丈献み発表されているのであって，特に新しい事ではない。海岸線の

高圧配電線のビン型碍子が．r湿気と塩分のために，絶縁が低下し，それが実験に用いたや
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うに，塩水にひたされた紙テープと等価であるやうな場合には，このやうな測定方法も時

にとっての一案となる◎等価と云う事については，実際の線路につbて更に詳細な調査を

必要とするであろうから，之れについては後日を期し度いと思っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　献
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